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医学部 ・保健医療学部1年 生を対象にした利尻島における 「離島地域医療実習」の参加学生の実習後 レポー
トと、学内におけるグループ学習の発表記録の記述内容を分析 した。その結果、レポー トからは 「人々の
温かさ ・優 しさ ・つなが りの強さ」「離島独 自の生活習慣を把握する大切さ」「今まで知らなかった離島の




死亡事故に対す る島民の悲 しみの共有から、「人々の仕事に対する誇 り」や 「人々のつなが りの強 さ」を
具体的な言葉で表現 した。 レポー ト記載やグループ学習が学生の気づきを促 し、利尻島に暮らす人々の生
活や離島医療に対する理解を深めていった。
キー ワー ド:離 島地域医療実習、生活体験、気づ き、 グループ学習
Perceptions of first-year students of the School of Medicine and School of Health
Sciences who participated in “Community Health Care Practice on Rishiri Island”
        －Analysis of their reports and group presentations－
Erika TANO1), Akira ISHIKAWA2), Yoko KATAKURA1), Yutaka TERADA3),
    Takao ISHII4), Nobuaki TAKAHASHI5), Keiko YAMADA6)
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Community Health Care Practice on a Remote Island was held in Rishiri for students in the first year
of the School of Medicine and School of Health Sciences of Sapporo Medical University. The stu-
dents wrote reports and made presentations about their learning and perceptions of the practice. To
determine the level of their cognizance, the reports and presentation documents were analyzed. In
these reports,10 categories of cognizance were found: “Warmth, kindness, strong relationships be-
tween people”,“lmportance of understanding the lifestyle”,“New findings of good things about the
island”,“Hard work on a remote island”,“The rich natural environment on Rishiri”,“lmportance of
a strong relationship between patients and medical staff”,“lmportance of providing medical care fol-
lowing peoples' expectations”,“lmprovement of interest and motivation for community health care”,
“High expectations of people for the medical staff and Sapporo Medical University”, and “Severity
of the current situation on the remote island.” Moreover, in their presentations, tudents noted "The
islander's great pride in their occupations" and the"Strong relationships between people." Writing
papers and group learning improved the students' cognizance and understanding of the people's life-
styles and the situation of community medicine on Rishiri.
Key words:community health care practice on remote island, living experience, perceptions, group
     learning
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は じめ に
　本学では、平成19年度の文部科学省特色ある大学教育支











































プ学習において自己の 「気づき」を言語化 し、それ らを仲
間と共有することで、新たな気づきや体験の意味付けが深
まっていった。本報告では、このような 「気づき」を言語





翻 実習後レポー ト フオトボイス　 発表会 合同発表会
　 　 　 　 　 　 離島事 前 学 習











































































　 レポー トは実習前に記載する 「自己目標」と実習後に記
載す る 「自己目標に対する自己評価」および 「実習全体を




せた。学生は学内 ウェブ上にっ くられた 「実習支援サイ ト」
にア クセス し、提出 した。 レポー ト提出後、教員は ウェブ









を共有 し、言語化 した。(1)、(2)共に1～2名 の教員
がグループを担当し、助言を行ない、グループ学習の成果






録:フ ォ トボイス活動発表会 と合同報告会のスライ ドと発
表原稿。
分析方法:① 提出された レポー トおよび②発表記録 として










気づき:人 ・物 ・事に見て ・聞いて ・触れるとい う直接的





から学生の 「気づき」に着 目して分析 した。
1　 レポー トの記載内容
　 レポー トの記載 内容か らの気づ きにっい て、1.生 活体
験 ・自然観 察(表1)と2.医 療 実習体験(表2)に わ け
て分析 した。
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1.生活体験 ・自然観察における気づき
　学生の記載内容から抽出された気づきは、1)人 々の温







　気づきのサブカテゴリーとして 『島民の優 しさ ・温かさ





なが りの強さや信頼 されることの大切 さを実感 した。
2)離島独 自の生活習慣を把握する大切 さ
　学生は離島での生活体験等を通 して、離島独自の生活習
慣 を把握する大切 さに気づいた。『離島な らではの生活習
慣』、『地域の生活を知ることの大切さ』の2つのサブカテ

















さ ・大変さ』を実感 した。 さらに、後継者がいない、若い








わ りの大切さ、2)島 民の生活や状況に沿った医療を行 う
表1　 生活体験 ・自然観察における学生の気づき 【レポー トか ら】
学生の気づき
具体的な記述例












































表2　 医療実習体験における学生の気づき 【レポー トから】
学生の気づき
カ テ ゴ リー サブカテゴリー
具体的な記述例
コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ンの 「コミュニケーションの大切さ、難 しさを感 じた」「診察で院長先生が1人1人 の訴えを
難しさと大切さ しっか りと聞いていた点が印象に残っている」
医療者としての患者 「患者と医療従事者との関係性が近く深い気がした」「病院では、医師、看護師と患者の
との関わりの大切さ 医療者と島民の近い距 距離が近くて、患者は何でも思ったことや してほしいことを聞かれなくても自分から言っ












地域で働く医療者はそ 「地域医療はやはり地域やそこに住む住民を知ってこそ成 り立つのだろ うなと感 じた」
の地域を知ることが必 「医療というものはその環境にあった形であらなければならないし、その仕事に就 く人も
要 その環境についてしっかりと理解 していなければならないと感 じた」
「地域医療に対するモチベーションが高くなるのを感 じた」「自分の中にある医師になり
地域医療に対するモチ たいとい う強い思いがわきあがり、モチベーションをあげることができた」「地域医療は
ベ ー シ ョンの 向 上 とても大変だと思うが、すごくや りがいがあるのだろうと今まで考えていたよりも思え







離島での生活を楽しんでいることを知 り、自分もそ ういった思いに応 えられるような地
域の医師にな りたいと、決意を新たにすることができた」




















さ、5)離 島医療の現状の厳 しさの5つ のサブカテゴリー
が抽出された。

























































1)人々の温かさ ・優 しさ、人々のつながりの強 さ
　実習中に島民から受けた優 しさについて、学生は 『島民
の優 しさは無意識のもの』と表現 していた。島民の優 しさ
については個人のレポー トでも述べ られていたが、その優
しさの背景について、何かを意図 して行ったことではなく
表3　 生活体験 ・自然観察における学生の気づき 【グループ学習での発表記録から】
学生の気づき
具体的な記述例





























































カ テ ゴ リー サブカテゴリー
医療者 としての患者 と
の関わりの大切さ
コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの

































































































は、「自然の豊かさへの感動」 とい う実感を伴 う体験から
得られた気づきとも言える。藤岡ら7>は、体験学習で最 も












れた。田島8)は、看護行為は人 とのかかわ り合いで成 り立
ち、クライエン トは年齢 ・性差 ・個性 ・生活背景などに影
響 される健康をめぐるニーズをもっていることを認識 して






効果を 「気づき」に着眼 して分析 した研究9)では、実習を




























家族総出でなされ る島での仕事の様子か ら、"人 々のつな
がりの強さ"や"人 々の仕事に対する誇 り"、"島 の仕事
を支える家族"に ついて具体的な言葉で表現 していた。 さ
らに 「仕事場で働 く母親の側に子どもがいる」ことは、レ
ポー トでは記述のなかった内容である。 レポー トの記載 と
いう個人の作業では意識化 されなかった視点や気づきが、

































































4)東 中 須 恵 子,村 木 士 郎,岡 本 響 子:学 生 が 考 え 実 践 で
　 　 き る 臨 地 実 習 の 工 夫 一 経 験 型 実 習 の 試 み 一.看 護 学 総





6)仲 田 み ぎ わ,山 田 恵 子,高 橋 延 昭 他:利 尻 島 に お け る
　 　 離 島 地 域 医 療 実 習 か ら得 た 学 生 の 学 び 一 参 加 学 生 の 実
　 　 習 後 レ ポ ー トの 分 析 一.札 幌 医 科 大 学 保 健 医 療 学 部 紀
　 　 要12:27-35,2009
7)藤 岡 完 治,野 村 明 美 編:シ ミ ュ レー シ ョ ン ・体 験 学 習,
　 　 わ か る 授 業 を つ く る 看 護 教 育 技 法3.東 京,医 学 書 院,
　 　 2000,　p133-134
8)田 島 桂 子:看 護 実 践 能 力 育 成 に 向 け た 教 育 の 基 礎,第
　 　 2版.東 京,医 学 書 院,2004,p36-38
9)後 藤 道 子,津 田 司,横 山 和 仁 他:振 り返 り を 伴 っ た 早
　 　 期 医 療 体 験 実 習 の 教 育 効 果 に つ い て 一1年 を 通 じ た プ
　 　 ロ フ ェ ッ シ ョ ナ リ ズ ム 育 成 の 場 と し て のearly　exposur
　 　 e-.医 学 教 育40(1):1-8,200g
10)道信 良 子,澤 田 い ず み,今 野 美 紀 他:札 幌 医 科 大 学
　 　 「地 域 医 療 合 同 セ ミ ナ ー1」 に お け る 医 療 職 種 理 解 の
　 　 た め の フ ォ トボ イ ス の 活 用.札 幌 医 科 大 学 保 健 医 療 学
　 　 部 紀 要12:45-49,2009
11)安酸 史 子:学 生 と と も に っ く る 臨 地 実 習 教 育,経 験 型








1)山 田恵子,高 橋延昭,宮 下洋子他:医 学部 ・保 健医療
　　学部1年 生 を対象 とした利尻島 にお ける離 島地域医療
　　実 習.札 幌 医科 大 学保 健 医療 学部 紀 要12:37-43,
　　2009
2)札 幌医科大学 医学部 ・保健 医療学部:特 色あ る大学教
　　育支援 プログラム 「学部一貫教育 による地域医療マイ
　　ン ドの形成」,平成21年度報告書,2009,p71-98
3)和栗 百恵:「 ふ りか え り」 と学習 一大学教育にお ける
　　ふ りか え り支援 のために 一.国 立教育政策研 究所紀要
　　139:85-100,　2 10
一103一
